
東北農業研究 (Tohoku Agric Res)54, 177-178(2001)

チェーンポット苗移植栽培と非病原性フザリウム菌の組合せによるホウレンソウ萎凋病防除技術

高 城 保 志・勝 部 和 則・諏 訪 正 義
*

(岩手県農業研究センター・
ホ
岩手県庁)

Control of Fusarium wilt oF Spinach by Transplanting Seeding

Pretreated with Non― pathogenic F2/sα″′ιれ οχνSpOr“屁

Yasushi TAKACI, KazunOri KA、 uBE and A71asayoshi SuwAネ

(Iwate Agricultural Research Center・ ・ Iwate Prefectural Government Office)

1 は じ め に

ホウレンソウの主要病害である萎凋病の対策として主に

土壌くん蒸剤等を利用した土壌消毒が行われている。しか

し,近年は環境問題や農産物の安全性に対する諸費者の関

心が高まっており,環境に負荷の少ない農産物生産技術が

求められている。そこで,チ ェーンポット苗を利用した移

植栽培 (耕種的防除)と非病原性フザリウム菌 (生物珈斜

を組み合わせた薬剤に頼らないホゥレンソウ萎凋病の防除

法について検討し,その効果を明らかにしたので報告する。

2試 験 方 法

試験は岩手県農業研究センター (北上市)及び 遠野市 ,
西根町において,供試品種はおかめを用いて行った。

試験区は慣行区 (直播),チ ェーンボット移植区,チ ェー

ンポット移植+非病原性フザリウム菌区の 3区で行った。

育苗はチェーンポット (日 本甜菜製糖製 :CP303)を使用
し,本葉 2枚程度になるように育苗。育苗された苗を簡易

移植機 HP― Ⅲ (日本甜菜製糖製)を用いて移植した。

非病原性フザリウム菌の接種は勝部等の方法により,

PS液体培地に非病原性フザリウム菌 (S3H03菌株)を接

種し,5日 間室温で液体培養し,育苗培土に10。 /gにな
るように接種・混和した。

3 試験結果及び考察

ホウレンソウ萎凋病の発病抑制効果について図 1に示し

た。ホ,レ ンソウ萎凋病多発条件下であったがチェーンポッ

トのみでも高い発病抑制効果が見られ,非病原性フザリウ

ム菌の接種で,効果が更に高くなった。チェーンポットの

みでは防除価は平均85,非病原性フザリウム菌接種区では

平均95であった。このようにチェーンポット(別 防い
と非病原性フザリウム菌 (生物的防除)を組み合わせるこ

とで高い発病抑制効果が得られた。

慣行区       CP       NPF

図 1 ホウレンソウ萎凋病発病抑制効果 (遠野市 )
(CP:チ ェーンボット移植,NPF:非 病原性フザ リウム
+CP)
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図 2 各処理区の収量 (遠野市)
(CP:チ ェーンポット移植,NPF:非病原性フザリウム
+CP)

本技術のホウレンソウの根腐病に対する効果を表 1に示

した。チェーンポット移植栽培の防除価は407と 根腐病の

発病を抑制することが認められた。さらに,非病原性フザ

リウム菌を接種することで防除価は608と 向上した。萎凋

病ほどの高い効果は認められなかったものの,桐腐病に対
しても発病抑制効果が認められた。

本技術の作業性,経済性について検討した。
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各試験区の収量を図 2に示した。慣行の直播区ではホウ   チェーンポット移植では2/811で laハウス当たリチェー
レンソウ萎凋病の発生等により低収となったが,チ ェーン  ンポットヘの土詰め,播種作業に606分を要した。 (表 2)
ポット移植栽培ではウレンソウ萎凋病の発病軽減,適正な  移植作業に564分を要し (表 3),合計117分の作業時間が
裁植本数が確保され高い収量が得られた。 非病原性フザ  必要であった。
リウム菌を接種することで,チ ェーンボットのみと比較 し   一条の真空播種機利用の慣行栽培では,作業時間が20～
て若千ではあるが収量が高くなった。           30分 /aであり,チ ェーンポット移植栽培は慣行の約 4倍

―-177-―



東 北 農 業 研 究 第 54号  (2001)

発病度 166 110

表 1 チェーンポット移植と非病原性フザリウム菌接
触苗の根腐病発病抑制効果 (西根)

表2 チェーンポット土詰,播種作業能率 (分/D

注 慣行 :真空播種機 1粒,1条20～30分/a
平成13年岩手県野菜花斉栽培指針より

の作業時間が必要となる。

上記のようにチェーンポット移植栽培は作業量と移植か

かる資材費が増加するため,単価が高く,土壌病害の発生

の多い夏季に行うことが望ましいと考えられる。そこで ,

夏季の作期を想定して簡易な経営試算を行った。(表 4)

表4 チェーンポット移植と慣行栽培の経営比較 (a)

1:CP収量は現地試験 (図 1)か ら試算
2:労賃‐680円 ×4時間
3:資材費はチェーンポット30枚 ,培土約 7袋 ,簡
易移植機の減価償却で試算した。(2作 5年)

8, 9月 取りを想定し,単価800円 ,チ ェーンポット移植

栽培の収量70kg/aと し,増える作業時間に時給出)円/h
を乗じて,労賃を算出した。この結果,慣行直播栽培の圃

場で土壌病害による減収率が約25%以上であれば,チ ェー

ンポット導入に伴う費用が回収きると試算された。(表 4)

図 2の結果と合わせると減収率25～60%の圃場で本技術

は利用が可能であると考えられた。

4 ま  と  め

ホウレンソウのチェーンポット苗移植栽培は萎凋病の発

病を軽減し,夏季に安定した収量が得られる。非病原性フ

ザリウム菌を接種することで発病抑制効果が更に向上する。

この技術はホウレンソウ萎凋病等土壌病害による減収率が

25～611%位の圃場であれば,導入に伴う費用増をカバーで

きる。

から試算

表3 チェーンポット移植の作業能率

141(173%)
296(363%)

79(140%)
138 (24596)
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